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新町名はみ な べ 町で確認されました。
合併の期日は平成16年10月1日
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最
終
選
定
案

選
定
理
由

・
「
み
な
べ
」
の
名
称
は
、

南
部
町
と
南
部
川
村
の
両

町
村
名
に
含
ま
れ
た
呼
称

で
あ
り
、
本
地
域
を
総
称

し
た
呼
び
名
で
あ
る
。

・
「
み
な
べ
」
の
名
称
は
、

新
町
の
名
称
に
関
す
る
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結

果
で
、
回
答
数
の
35
・

４
％
と
最
多
の
回
答
数
で

あ
る
。

・
「
み
な
べ
」
の
名
称
は
、

南
部
町
と
呼
称
が
同
じ
で

あ
る
が
、
ひ
ら
が
な
に
す

る
こ
と
に
よ
り
新
し
い
名

前
と
な
り
、
新
た
な
ス
タ

ー
ト
に
よ
る
両
町
村
住
民

の
一
体
感
を
醸
成
で
き
る
。

・
「
み
な
べ
」
の
名
称
は
、

わ
か
り
や
す
く
、
使
い
や

す
く
、
優
し
い
印
象
を
与

え
、
初
め
て
の
人
に
も
理

解
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
の
知
名
度
を
高
め
、
産

業
・
観
光
振
興
へ
の
寄
与

が
望
め
る
。

※
付
記
と
し
て

漢
字
の
「
南
部
」
に
つ
い
て

「
南
部
」
の
名
称
は
、
奈
良
時

代
７
３
４
年
の
木
簡
に
「
紀
伊

国
日
高
郡
南
部
郷
」
の
文
字
が

見
ら
れ
、
又
１
２
４
０
年
の
高

野
山
文
書
に
は
紀
伊
国
の
「
南

部
荘
園
」
と
い
う
名
称
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
長
い
歴
史
の

中
で
継
承
さ
れ
て
き
た
名
称
で

す
。
当
地
域
の
地
名
等
に
お
い

て
も
「
南
部
平
野
」「
南
部
梅
林
」

「
南
部
川
」「
南
部
湾
」「
南
部
谷
」

等
数
多
く
使
用
さ
れ
、
自
治
体

に
お
い
て
も
「
南
部
町
」「
南
部

川
村
」
と
し
て
、
そ
の
文
字
が

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
意
味
か
ら
も
、
私
達
は
表

意
文
字
で
あ
る
漢
字
の
「
南
部
」

の
名
称
を
、
何
ら
か
の
形
で
次

世
代
へ
引
き
継
ぐ
義
務
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
新
町
に
お
い
て
も
、

歴
史
あ
る
名
称
へ
の
配
慮
を
望

む
も
の
で
す
。

第
５
回
新
町
の
名
称
に
関
す
る

専
門
委
員
会

五
月
十
三
日
（
火
）
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
南
部
町
役
場
２
階

研
修
室
に
お
い
て
、
第
５
回
新

町
の
名
称
に
関
す
る
専
門
委
員

会
（
立
田
圭
一
郎
委
員
長
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

立
田
委
員
長
は
会
議
の
冒
頭
、

で
き
れ
ば
本
日
の
会
議
で
候
補

を
選
定
し
た
い
と
あ
い
さ
つ
を

さ
れ
、
協
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

○
協
議
内
容

・
「
南
部
」「
み
な
べ
」
の
ど
ち
ら

に
も
尊
重
す
べ
き
理
由
が
あ
る
。

苦
悩
の
選
択
と
な
る
が
、
南
部

町
と
南
部
川
村
は
当
初
か
ら

「
仲
良
し
合
併
」
で
あ
る
こ
と
を

念
頭
に
お
い
て
、
総
合
的
に
判

断
し
て
ほ
し
い
。

・
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
し

も
ア
ン
ケ
ー
ト
の
多
い
方
に
し

な
い
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
場

合
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
必
要

で
あ
る
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
重
み
は
あ

る
と
思
う
が
、
回
答
率
の
低
さ

を
考
え
る
と
、
住
民
に
は
「
ど

ち
ら
で
も
よ
い
」
と
い
う
人
が

多
い
と
思
う
。
選
定
は
こ
の
専

門
委
員
会
に
任
さ
れ
て
い
る
と

考
え
る
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
重
視
す
べ
き
で

あ
る
。
合
併
に
お
い
て
住
民
が

わ
か
り
や
す
く

使
い
や
す
く

優
し
い
印
象

「みなべ町」新
町
の
名
称
に
関
す
る
専
門
委
員
会
　
立
田
圭
一

郎
委
員
長
よ
り
、
第
５
回
新
町
の
名
称
に
関
す
る

専
門
委
員
会
（
五
月
十
三
日
開
催
）
で
の
協
議
内

容
並
び
に
新
町
の
名
称
の
最
終
選
定
案
に
つ
い
て

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

新
町
の
名
称

「
み
な
べ
町
」

協議会に報告する立田委員長
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参
加
で
き
る
の
は
、
名
称
の
選

定
ぐ
ら
い
で
、
も
う
一
度
漢

字
・
ひ
ら
が
な
に
絞
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
検
討
す
る
価
値
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

・
南
部
川
村
合
併
研
究
会
で
は
、

新
町
名
称
の
選
定
は
合
併
協
議

会
の
皆
さ
ん
に
任
す
と
の
決
定

が
さ
れ
て
い
る
。

・
あ
る
新
聞
報
道
で
、
南
部
町
と

南
部
川
村
が
対
立
し
て
い
る
よ

う
な
印
象
を
与
え
た
。「
南
部
町

は
漢
字
」「
南
部
川
村
は
ひ
ら
が

な
」
を
主
張
し
て
い
る
の
で
は

な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
合
併
と

い
う
大
き
な
目
標
の
阻
害
と
な

ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

・
合
併
す
る
以
上
、
気
持
ち
よ
い

合
併
と
し
た
い
。
と
こ
ろ
が
現

実
に
は
、
漢
字
か
ひ
ら
が
な
か

と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。
笑

っ
て
合
併
す
る
に
は
、
こ
の
機

会
に
ひ
ら
が
な
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

・
ひ
ら
が
な
を
主
張
さ
れ
る
方
々

の
意
見
は
、
名
前
だ
け
で
の
こ

と
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

円
満
な
合
併
に
は
、
気
配
り
も

必
要
で
は
な
い
か
。

・
住
民
感
情
は
わ
か
ら
な
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
純
粋
に
名

称
の
持
つ
意
味
等
を
考
え
た
ら

漢
字
だ
と
思
う
が
、
そ
の
こ
と

五
月
十
五
日
（
木
）

午
後
一
時
三
十
分
か

ら
、
南
部
川
村
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
２

階
　
プ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

に
お
い
て
第
５
回
合

併
協
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

山
田
会
長
あ
い
さ

つ
の
後
、
前
回
ま
で

協
議
会
議
長
を
務
め

ら
れ
て
い
た
玉
井
尚
　

で
わ
だ
か
ま
り
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
仕
方
が
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。

・
円
満
合
併
へ
の
配
慮
で
良
い
と

思
い
ま
す
。
ひ
ら
が
な
に
す
れ

ば
、
新
し
い
名
前
に
な
り
、
新

し
い
町
で
あ
る
と
の
認
識
が
生

ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

・
７
５
０
年
前
の
紀
伊
国
の
南
部

荘
園
か
ら
続
く
歴
史
的
な
意
味

を
持
つ
漢
字
を
主
張
し
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
専
門
委
員
会
で

決
ま
っ
た
こ
と
に
は
喜
ん
で
進

め
て
い
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
、

新
町
の
名
称
の
最
終
確
認
は
あ

く
ま
で
も
協
議
会
で
あ
る
が
、

専
門
委
員
会
の
責
任
と
し
て
新

町
名
称
案
を
絞
り
込
む
。
合
意

形
成
の
方
法
と
し
て
は
、
円
満

な
合
併
で
あ
る
趣
旨
か
ら
、
挙

手
採
決
や
投
票
等
は
行
わ
ず
、

委
員
の
意
思
表
明
に
対
す
る
お

互
い
の
理
解
の
も
と
に
選
定
す

る
と
さ
れ
、
専
門
委
員
会
と
し

て
の
最
終
選
定
案
は
、
ひ
ら
が

な
の
「
み
な
べ
町
」
で
合
意
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
漢
字
の

「
南
部
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意

見
の
方
々
に
ご
理
解
、
ご
納
得

い
た
だ
け
る
趣
旨
の
報
告
も
入

れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

委
員(

南
部
町)

が
今
回
委
員
を
交

代
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
協
議
会
規

約
の
規
定
（
両
町
村
議
会
議
員
の

互
選
）
に
よ
り
、
南
部
町
の
井
上

光
博
委
員
が
、
議
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

■
報
告
第
11
号

委
員
の
変
更
に
つ
い
て

（
旧
委
員
）

南
部
町
　
　
２
号
委
員
　
　

（
議
会
議
員
）

玉
井
　
尚

南
部
町
　
　
２
号
委
員
　

（
議
会
議
員
）

宮
崎
常
二

南
部
川
村
　
４
号
委
員

（
学
識
経
験
者
）
永
井
俊
子

（
新
委
員
）

南
部
町
　
　
２
号
委
員

（
議
会
議
員
）

井
上
光
博

南
部
町
　
　
２
号
委
員

（
議
会
議
員
）

山
中
邦
夫

南
部
川
村
　
４
号
委
員

（
学
識
経
験
者
）
中
本
ヱ
ミ
子

報

告

事

項

協
議
さ
れ
た
内
容

第5回合併協議会
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（
協
議
・
確
認
）

■
協
議
第
３
号
の
４

新
町
の
名
称
に
つ
い
て（

継
続
協
議
）

専
門
委
員
会
か
ら
の
報
告
を
受
け

て
、
新
町
の
名
称
は
　
「
み
な
べ

町
」
と
す
る
こ
と
で
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

■
協
議
第
19
号

農
林
水
産
関
係
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て

・
農
業
（
農
林
業
）
振
興
協
議
会
に

つ
い
て

農
業
（
農
林
業
）
振
興
協
議
会
に

つ
い
て
は
、
新
町
に
お
い
て
新
た

に
設
置
す
る
。

※
農
業
者
、
議
会
議
員
、
学
識

経
験
者
等
で
構
成
さ
れ
、
農

林
業
の
総
合
的
な
振
興
を
図

る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
協
議

会
で
す
。

・
農
業
関
係
団
体
に
つ
い
て

農
業
関
係
団
体
へ
の
支
援
及
び
補

助
に
つ
い
て
は
、
新
町
に
お
い
て

調
整
す
る
。

※
梅
の
里
村
づ
く
り
塾
（
南
部

町
）、
梅
の
里
源
蔵
塾
（
南
部

川
村
）
等
が
該
当
し
ま
す
。

・
梅
振
興
事
業
等
に
つ
い
て

梅
振
興
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
町

に
お
い
て
引
き
続
き
実
施
す
る
。

梅
振
興
団
体
へ
の
補
助
金
、
組
織

に
つ
い
て
は
新
町
に
お
い
て
調
整

す
る
。

※
梅
振
興
団
体
…
紀
州
梅
の
会
、

紀
州
梅
干
し
Ｐ
Ｒ
推
進
委
員

会
、
南
部
郷
梅
対
策
協
議
会
、

梅
生
育
不
良
特
別
対
策
部
会
、

市
町
村
う
め
対
策
協
議
会
等

が
該
当
し
ま
す
。

・
土
地
改
良
事
業
（
受
益
者
負
担
金

関
係
）
に
つ
い
て

土
地
改
良
事
業
の
う
ち
、
継
続
事

業
に
つ
い
て
は
現
行
の
補
助
率
で

新
町
に
引
き
継
ぐ
。
新
規
事
業
に

つ
い
て
は
、
事
業
採
択
時
に
新
町

に
お
い
て
調
整
す
る
。

※
両
町
村
で
負
担
率
に
大
き
な
差

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
運
用
面
も
含

め
受
益
者
負
担
の
取
扱
い
に
よ
っ

て
は
、
新
町
の
財
政
に
大
き
な
負

担
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
合
併
後
の
全
体
予
算
が

大
き
く
増
加
し
な
い
よ
う
に
調
整

し
ま
す
。

土
地
改
良
事
業
…
農
地
開
発
、

か
ん
が
い
施
設
、農
業
用
道
路
等
、

農
業
の
生
産
性
の
向
上
や
構
造
の

改
善
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事

業
で
す
。

・
災
害
復
旧
事
業
（
受
益
者
負
担
金

関
係
）
に
つ
い
て

農
地
災
害
及
び
農
業
施
設
災
害
復

旧
事
業
分
担
金
に
つ
い
て
は
、
南

部
町
の
例
に
よ
り
調
整
す
る
。

※
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
は
、

農
業
施
設
（
用
排
水
路
、
農
業
用

道
路
等
）
災
害
は
公
共
性
が
あ
る

た
め
行
政
負
担
と
し
、
農
地
災
害

に
つ
い
て
は
補
助
限
度
額
以
外
は

受
益
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
林
業
関
係
団
体
に
つ
い
て

林
業
関
係
団
体
補
助
に
つ
い
て

は
、
新
町
に
お
い
て
調
整
す
る
。

※
南
部
川
村
森
林
組
合
等
が
該
当

し
ま
す
。（
南
部
町
森
林
組
合
は
、

平
成
十
二
年
三
月
に
解
散
）

・
漁
業
関
係
団
体
に
つ
い
て

漁
業
関
係
団
体
補
助
に
つ
い
て

は
、
新
町
に
お
い
て
調
整
す
る
。

※
南
部
町
漁
業
協
同
組
合
、
南
部

川
漁
業
協
同
組
合
が
該
当
し
ま

す
。

以
上
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
協
議
第
20
号

商
工
観
光
関
係
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て

・
商
工
関
係
団
体
に
つ
い
て

商
工
関
係
団
体
補
助
に
つ
い
て

は
、
新
町
に
お
い
て
調
整
す
る
。

※
南
部
町
商
工
会
、
南
部
川
村
商

工
会
が
該
当
し
ま
す
。

商
工
会
の
合
併
を
前
提
と
し
て
、

行
政
側
と
し
て
も
指
導
し
つ
つ
、

一
本
化
、適
正
化
を
促
進
し
ま
す
。

・
商
工
関
係
ま
ち
づ
く
り
団
体
に
つ

い
て

商
工
関
係
ま
ち
づ
く
り
団
体
支
援

に
つ
い
て
は
、
新
町
に
お
い
て
調

整
す
る
。

※
い
き
い
き
タ
ウ
ン
マ
イ
み
な
べ

推
進
ま
ち
づ
く
り
塾
が
該
当
し
ま

す
。他

業
種
と
の
交
流
の
推
進
を
図

る
だ
け
で
な
く
、
必
要
に
応
じ
て

他
業
種
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

団
体
と
の
一
本
化
も
念
頭
に
お
き

推
進
を
図
り
ま
す
。

・
観
光
関
係
団
体
に
つ
い
て

観
光
関
係
団
体
補
助
に
つ
い
て

は
、
新
町
に
お
い
て
調
整
す
る
。

※
観
光
協
会
に
つ
い
て
は
、
新
町

に
お
い
て
１
つ
の
観
光
協
会
を
つ

く
り
、
事
業
活
動
や
観
光
振
興
を

図
り
ま
す
。
事
務
局
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
新
町
に
お
い
て
検
討

し
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
協
議
第
21
号

建
設
関
係
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い

て
・
都
市
計
画
区
域
に
つ
い
て

都
市
計
画
区
域
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
と
お
り
引
継
ぎ
、
新
町

に
お
い
て
調
整
す
る
。

※
現
在
、
都
市
計
画
区
域
を
設
定

し
て
い
な
い
南
部
川
村
区
域
に
お

い
て
も
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
中

で
、
新
町
に
お
い
て
都
市
計
画
区

域
の
拡
大
を
含
め
た
見
直
し
を
検

討
し
ま
す
。

・
公
営
住
宅
に
つ
い
て

住
宅
家
賃
に
つ
い
て
は
、
南
部
町

の
例
に
よ
り
調
整
す
る
。

※
公
営
住
宅
は
現
在
、
南
部
町
に

１
９
３
戸
、
南
部
川
村
に
は
16

戸
あ
り
ま
す
。
家
賃
に
つ
い
て
は

応
能
応
益
家
賃
に
統
一
し
ま
す
。

尚
、
南
部
川
村
で
家
賃
が
高
く
な

る
住
宅
に
つ
い
て
は
、
一
定
期
間

経
過
措
置
後
に
一
元
化
し
ま
す
。

応
能
応
益
制
度
…
入
居
者
の
収

入
と
、
住
宅
の
規
模
や
利
便
性
に

よ
っ
て
家
賃
を
決
定
す
る
制
度

以
上
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

議

案

事

項



提

案

■
協
議
第
22
号

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
素
案
）

（
そ
の
１
）
に
つ
い
て

■
協
議
第
23
号

使
用
料
・
手
数
料
等
の
取
扱
い
に

つ
い
て

■
協
議
第
24
号

環
境
衛
生
関
係
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て

■
協
議
第
25
号

上
水
道
・
簡
易
水
道
関
係
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て

■
協
議
第
26
号

下
水
道
・
集
落
排
水
関
係
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て

（
追
加
提
案
）

■
協
議
第
２
号
の
１

合
併
の
期
日
に
つ
い
て

合
併
の
期
日
は
、
平
成
十
六
年

十
月
一
日
と
す
る
こ
と
で
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

�
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い
て
お
り
ま
し
た
。
変
わ
っ
て

く
る
の
が
、
補
助
対
象
額
、
こ

の
災
害
で
あ
れ
ば
い
く
ら
と
金

額
が
は
じ
か
れ
ま
す
。
そ
れ
に

つ
い
て
、
補
助
金
が
１
／
２
で

す
。
激
甚
災
害
に
指
定
を
さ
れ

ま
す
と
、
そ
れ
が
80
％
に
上
が

り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
補
助
金

ア
ッ
プ
の
申
請
を
す
る
こ
と
に

な
り
、
過
去
の
平
均
で
行
く
と

大
体
95
％
く
ら
い
の
補
助
率
に

な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

南
部
町
は
そ
の
差
額
の
約
５
％

を
お
支
払
い
頂
く
と
、
南
部
川

村
は
そ
の
分
を
村
が
持
っ
て
お

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
個
人
の

財
産
を
守
る
意
味
が
あ
り
、
又

法
律
の
基
準
に
も
則
り
ま
す
と
、

や
は
り
受
益
者
負
担
を
し
て
頂

く
の
が
順
当
で
は
な
か
ろ
う
か

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な

調
整
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

森
林
組
合
の
合
併
で
す
が
、

現
在
の
所
こ
れ
と
い
っ
た
情
報

は
入
手
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
以

前
か
ら
の
話
で
は
、
南
部
町
の

森
林
組
合
と
南
部
川
村
の
森
林

組
合
の
合
併
の
話
は
何
回
か
県

か
ら
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
十
二
年
三
月
に

南
部
町
森
林
組
合
は
解
散
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
合
併
の
話
と

い
う
よ
り
も
、
南
部
川
村
森
林

組
合
の
範
囲
が
広
が
る
こ
と
は

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
合
併

の
話
は
今
の
と
こ
ろ
聞
い
て
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

※
激
甚
災
害
…
国
民
経
済
に
著

し
い
影
響
を
及
ぼ
す
災
害
で

あ
っ
て
、
そ
の
災
害
に
よ
る

町
村
負
担
額
を
緩
和
し
、
又

は
被
災
者
に
対
す
る
特
別
な

助
成
を
行
う
こ
と
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
災
害
で
あ
り
、

災
害
対
策
基
本
法
に
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
漁
協
の
合
併
に
つ
い
て
報
告
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
日

高
郡
に

の
漁
協
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
２
月
に
県
漁
連
主
導
の

も
と
に
、
県
、
各
市
町
村
の
担

当
課
長
、
各
漁
協
か
ら
参
事
・

組
合
長
で
、
色
々
と
話
を
し
た

結
果
、
具
体
的
な
作
業
は
あ
り

ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
合
併
に

つ
い
て
は
「
異
議
な
し
」
と
い

う
こ
と
で
、
合
併
協
議
会
が
で

き
ま
し
た
。

県
と
し
て
は
、
県
下
で
平
成
十

九
年
を
目
途
に
、
最
終
的
に
５

つ
の
漁
協
に
し
て
い
く
と
い
う

方
針
で
す
。
日
高
郡
に
お
い
て

は
、
平
成
十
七
年
を
目
途
に
合

併
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

日
高
郡
の
各
町
村
の
漁
協
と

の
合
併
で
す
か
ら
、
色
々
と
難

し
い
面
も
出
て
く
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
都
度
報
告
な
り

さ
せ
て
頂
い
て
、
皆
さ
ん
方
の

ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

■
協
議
第
20
号

商
工
観
光
関
係
事
業
の
取
扱
い

に
つ
い
て

○
商
工
会
の
合
併
に
つ
い
て
で
す

が
、
商
工
会
は
必
ず
合
併
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
合
併
と

な
る
と
役
員
会
や
総
会
で
諮
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、

で
き
る
だ
け
前
向
き
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
部
町
の
場
合
は
、
次
の
総
会

で
承
認
さ
れ
れ
ば
、
合
併
に
向

け
て
研
究
会
の
よ
う
な
も
の
を

立
ち
上
げ
て
、
合
併
す
る
か
し

な
い
か
を
含
め
て
議
論
し
、
そ

れ
か
ら
協
議
会
の
設
置
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
和
歌

山
県
の
商
工
会
連
合
会
で
は
、

広
域
合
併
を
打
ち
出
し
て
お
り
、

そ
れ
も
含
め
て
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
現
在
、
商
工
会
は

大
変
な
現
状
に
あ
り
ま
す
。
商

業
・
工
業
・
観
光
、
こ
の
３
つ

の
柱
か
ら
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

全
て
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

■
協
議
第
19
号
の
１

農
林
水
産
関
係
事
業
の
取
扱
い

に
つ
い
て

○
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
も
う

少
し
詳
し
い
説
明
を
お
願
い
し

ま
す
。

又
、
森
林
組
合
の
合
併
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
方
向
に
な

っ
て
い
ま
す
か
。

小
谷
事
務
局
長

農
地
等
が
災
害
を
被
っ
た
場

合
の
復
旧
事
業
で
す
が
、
面
積

当
た
り
の
金
額
が
決
ま
っ
て
お

り
ま
し
て
、
そ
れ
を
オ
ー
バ
ー

す
る
災
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、

両
町
村
と
も
受
益
者
負
担
を
頂

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました

第5回 協議会で

こんな意見が
でました
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案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

是
非
お
願
い
し
た
い
の
は
新
町

に
お
い
て
、
商
工
観
光
課
的
な

課
を
作
っ
て
頂
き
ま
し
て，

商

工
業
の
発
展
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

山
崎
副
会
長

同
一
業
種
が
一
緒
に
な
る
と

い
う
こ
と
よ
り
も
、
異
業
種
の

皆
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
色
々

協
議
を
す
る
こ
と
の
方
が
、
本

来
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

合
併
す
る
か
し
な
い
か
と
い
う

こ
と
じ
ゃ
な
し
に
、
合
併
す
る

と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
そ

の
こ
と
を
協
議
の
中
心
に
し
て

話
を
し
て
頂
き
た
い
。

○
一
緒
に
な
る
の
が
前
提
な
ん
で

す
が
、
こ
こ
で
商
工
会
の
合
併

を
打
ち
出
す
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
は
ち
ゃ
ん
と
手
順

を
踏
ん
で
、
決
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
南
部
川
村

商
工
会
の
三
役
さ
ん
と
は
一
緒

に
な
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
進
ん

で
い
ま
す
が
、
今
は
そ
う
い
う

こ
と
で
と
ど
め
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

○
合
併
す
る
と
農
業
人
口
が
大
き

く
増
え
て
、
農
業
の
肩
身
が
広

く
な
る
か
な
と
思
い
ま
す
が
、

南
部
川
村
の
議
員
さ
ん
は
、
農

業
関
係
の
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
南
部
町
に
は
商
業
・
工

業
・
漁
業
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
点
の
配
慮
を
是
非
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
農
業
も
、

商
業
も
、
漁
業
も
発
展
す
る
と

い
う
こ
と
が
、
最
も
大
事
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
地
産
地
消

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

地
元
が
な
る
べ
く
栄
え
る
よ
う

に
お
互
い
協
力
し
よ
う
と
い
う

申
し
合
わ
せ
と
い
う
か
、
そ
う

い
う
ふ
う
な
意
識
を
持
っ
て
頂

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

■
協
議
第
21
号

建
設
関
係
事
業
の
取
扱
い
に
つ

い
て

都
市
計
画
区
域
に
つ
い
て

○
一
番
問
題
に
な
る
の
は
、
現
在

の
南
部
町
と
南
部
川
村
と
の
境

界
付
近
。
そ
こ
で
問
題
が
生
じ

て
こ
な
い
か
心
配
し
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
か
ら
す
る
と
、
拡

大
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
に
く

い
か
も
わ
か
ら
な
い
し
、
縮
小

し
な
く
て
は
い
け
な
い
か
も
わ

か
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
を
意
識

し
な
が
ら
見
直
し
を
す
る
こ
と

が
必
要
で
な
い
か
な
と
思
い
ま

す
。

■
協
議
第
22
号

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
素
案
）

（
そ
の
１
）
に
つ
い
て

○
南
部
川
村
さ
ん
に
は
、
海
に
面

し
た
水
産
業
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

幾
分
漁
業
に
対
す
る
考
え
方
も

違
う
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
新

町
に
な
っ
た
場
合
、
漁
業
と
い

う
も
の
を
十
分
認
識
し
て
頂
い

て
、
格
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
行
政
が
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
と
し
て
も
、
や
は
り
限

界
が
あ
る
。
行
政
と
い
う
の
は
、

動
脈
・
静
脈
と
い
う
役
割
だ
と

思
い
ま
す
。
毛
細
管
と
い
う
役

割
は
住
民
が
相
互
に
す
る
べ
き

も
の
で
あ
っ
て
、
全
て
を
行
政

が
せ
よ
と
い
う
の
は
、
将
来
的

に
財
政
的
に
も
困
難
な
部
分
が

あ
る
。
そ
の
中
で
、
住
民
が
ど

れ
だ
け
毛
細
管
し
て
の
役
割
を

果
た
せ
る
か
、
そ
う
な
っ
て
く

る
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
南
部
郷
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
を
持
っ
た
人
は
多
い

と
思
い
ま
す
。
行
政
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
統
括
せ
よ
と
か
、
そ

う
い
う
ふ
う
な
も
の
で
は
な
い

商
店
街
と
い
う
の
は
、
そ
こ
で

も
の
を
売
っ
て
い
る
と
い
う
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
街
の
安

全
や
安
心
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

南
部
町
の
商
店
街
は
、
ほ
と
ん

ど
が
通
学
道
路
に
な
っ
て
い
ま

し
て
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て

学
校
に
通
い
、
何
か
あ
っ
た
と

き
に
は
商
店
に
逃
げ
込
ん
だ
り

と
か
、
駆
け
込
み
寺
的
な
要
素

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思

い
ま
す
。
車
に
乗
れ
な
い
方
は
、

昔
な
が
ら
の
商
店
街
を
頼
り
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
大
型
店
ば

か
り
に
頼
る
わ
け
に
も
い
き
ま

せ
ん
。

私
達
は
、
こ
の
合
併
を
機
会
に
、

商
業
・
工
業
・
観
光
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
を
考
え
、
新
町
に
提

お
り
ま
す
。
工
業
に
お
い
て
は
、

公
共
事
業
が
こ
れ
か
ら
益
々
減

っ
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、
建
築

も
大
型
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
進

出
に
よ
り
、
大
変
な
状
況
に
な

っ
て
く
る
の
で
は
と
懸
念
し
て

い
ま
す
。
観
光
に
し
て
も
、
高

速
道
路
の
開
通
に
よ
っ
て
大
き

く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
な
と
思
い
ま
す
。

特
に
商
業
、
商
店
街
に
つ
い
て

は
大
型
店
の
進
出
に
よ
っ
て
従

来
の
商
店
街
が
大
変
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。
か
と
い
っ
て
、
こ

れ
か
ら
益
々
高
齢
化
が
進
ん
で

い
く
中
で
、
商
店
街
が
な
く
な

れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
個
人
が

が
ん
ば
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

そ
れ
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

�

みなべ中央通り商店街　　　　
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南
部
町
・
南
部
川
村
合
併
協
議
会

南
部
町
・
南
部
川
村
合
併
協
議
会
だ
よ
り

本
誌
は
森
林
資
源
保
護
の
た
め
、

再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

ん
に
は
、
大
変
お
世
話
を
頂
い
て

よ
う
や
く
「
み
な
べ
町
」
と
い
う

名
前
が
出
来
ま
し
た
。

「
庁
舎
の
位
置
」
「
議
員
定
数
」

は
、
既
に
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
と
は
、
「
合
併
の
期
日
」
だ
と

思
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
に
お
い
て

は
、
「
平
成
十
六
年
十
月
の
合
併

を
目
標
に
」
と
書
か
れ
、
我
々
も

そ
う
い
う
ふ
う
な
形
で
来
ま
し
た

が
、
合
併
協
議
会
も
約
半
年
経
っ

て
お
り
ま
す
し
、
山
田
会
長
の
冒

頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
本
日
の
協
議

会
で
合
併
期
日
を
決
定
し
て
は
ど

う
か
と
申
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま

す
の
で
、
「
合
併
の
期
日
」
を
本

日
決
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
委
員
か
ら
の
意
見
の
後
、
事
務

局
よ
り
■
協
議
第
２
号
の
１
　
合

併
の
期
日
に
つ
い
て
　
が
追
加
提

案
さ
れ
確
認
さ
れ
ま
し
た
。）

○
提
案
に
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

平
成
十
六
年
十
月
一
日
と
想
定
す

る
と
、
ど
う
い
う
段
取
り
で
進
め

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と

い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
な
も
の
を

是
非
明
ら
か
に
し
て
頂
き
た
い
。

山
崎
副
会
長

次
の
協
議
会
の
時
に
、
事
務
局

よ
り
資
料
と
し
て
作
業
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
提
案
し
ま
す
。

で
す
が
、
そ
れ
を
育
て
て
い
く
と

い
う
感
覚
を
皆
さ
ん
に
お
持
ち
頂

き
た
い
。
人
間
は
、
何
か
一
つ
人

の
た
め
に
役
に
立
つ
こ
と
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
あ
る
の
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
力
を
出

す
た
め
の
支
援
を
、
新
町
に
お
い

て
特
に
よ
り
推
進
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
協
議
第
23
号

使
用
料
・
手
数
料
の
取
扱
い
に
つ

い
て

○
何
も
か
も
合
併
し
た
ら
高
く
な
る

よ
う
な
の
で
、
住
民
票
等
の
手
数

料
が
南
部
町
が
二
〇
〇
円
で
南
部

川
村
が
一
五
〇
円
な
ん
で
す
が
、

せ
め
て
こ
れ
ぐ
ら
い
３
年
間
は
一

五
〇
円
で
い
く
と
。
い
わ
ゆ
る
経

過
措
置
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山
崎
副
会
長

一
五
〇
円
に
し
た
ら
良
い
と
か

と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
し
に
、
全
体

的
に
見
て
何
を
低
い
と
こ
ろ
に
持

っ
て
い
く
か
、
何
を
高
い
と
こ
ろ

で
は
な
く
常
識
的
な
線
に
持
っ
て

い
く
か
、
こ
う
い
う
判
断
を
し
て

頂
い
た
ら
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

■
合
併
の
期
日
に
つ
い
て

○
新
町
の
名
称
の
専
門
委
員
の
皆
さ

�

南
部
町
・
南
部
川
村
合
併
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
ま
し
た
。

合
併
ま
で
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
や
、

合
併
協
議
会
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
な
ど
合
併
に
関
す
る
情
報
が
満
載
で
す
。

是
非
一
度
ご
覧
下
さ
い
。


